


2

庄原市社会福祉協議会

会長　上田  正之

自立相談支援事業　たんぽぽ
（庄原市委託事業）

その悩み、分け合ってみませんか？
ひとりで悩まずご相談ください

　悩み事があっても、“誰に相談していいか分からない” とひとりで抱え込んでいませんか？
　話をすることで、一人では気付かなかったことに気付くことがあるかもしれません。あなたの
悩みに寄り添いお話をお聞きし、困っておられることを整理し、解決に向けて一緒に考えます。
　例えば、利用できる制度を検討して手続きしたり、家計内容を一緒に整理し支払いの優先順位
をつけたり、一時的に食べるものに困っている方にはフードバンクから食品の提供をしたりして
います。一人ひとり生活状況も困っておられることも異なります。一緒にひとつずつ解決してい
きましょう。

食べるものがなくて
困っている

収入が不安定で、
今後の生活に不安がある

しばらく働いていないので
仕事ができるか不安…

ひきこもりの家族のことで
悩んでいる

お問い合わせ秘密厳守・相談無料 地域共生推進課　　℡ 0824-75-0345
庄原市ふれあいセンター（庄原市西本町４丁目 5-26）
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が
れ
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が
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公共料金の支払いや
生活費のことが自分
一人では難しいと
感じるようになった

大事なものをどこに
片づけたのか忘れや
すくなり不安に思う

身寄りもなく一人な
ので、入院や入所の
手続きをどうすれば
良いか不安

　行政やサービス事業所から届いた大切な郵便物。でも、どのようにしてよいのか、
また、何を手続きすればいいのか分からない…そんな不安を持つ方を、庄原市社協の
職員と地域の「生活支援員」さんが安心して暮らせるようサポートします。

※お手伝い 1,500 円 / 回、預り物 1,500 円 / 月
　が必要になります。

　社協職員と相談
しながら支援内容
を確認します。
　支援員も同じ地
域に暮らす住民だ
からこそ、安心し
て困りごとやお金
の相談ができます。

　認知症や障がいなどで、ものごとを適切に決めることが難しくなった場合に、本人
の思いを大切にしながら、財産や生活についての重要なことを決める人（成年後見人
等）を家庭裁判所が選び、ご本人に不利益にならないように守る公的な制度です。

　障がいや加齢により、ものごとを適切に判断することが難しくなった場合に、
他者から人権や財産を侵されることなく、尊厳を持って生活ができるよう、一緒
に考え自分で決めることをお手伝いしています。

◆かけはし（福祉サービス利用援助事業）

◆成年後見制度

●各種サービスの利用や支払い手続き
　を行います。

●一緒に必要な生活費を考え、お金
　の出し入れや、各種支払いをします。

●「通帳」や「印鑑」などをお預かりし、
　社協の金庫や銀行の貸金庫で大切
　に保管します。

「生活支援員」さんが支援しています

●訪問などにより、利用者の状況に変化がないか見守りをします。
●生活に必要な契約や費用の支払いの手続きを行います。

　かけはし及び福祉サービス、成年後見制度に関する様々な相談をお受けしています。
　詳しくは下記へご連絡ください。

【お問い合わせ】地域共生推進課　Tel　０８２４ｰ７５ｰ０３４５
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庄原市
ボランティアセンター

運営事業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取
り
組
み
を
見
て
、知
っ
て
、楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　12 月 10 日、庄原市ふれあいセンターにて「市内のボランティア活動を知っ
てもらい、ボランティア活動を始めるきっかけづくりの場に」をテーマに『ボ
ランティアフェスティバル』を開催しました。
　今回はこの夏に経験したボランティアについて高校生などから発表をしてい
ただきました。参加した方からはボランティアへの思いや新たな発見、楽しさ
などを、受入れ側の方からは感謝の気持ちやボランティアを受け入れている理
由などを話していただきました。
　また、新たな試みとして、高校生から各ボランティア団体へそれぞれの活動
についてインタビューを行いました。会場はアットホームな雰囲気につつまれ、

「初めての参加だったけど、知人の集まりみたいに和やかなムードで良かった」
とのお声もありました。普段交流の少ない
世代の皆さんと交流することができ、また、
ボランティアをより身近に感じ、自分にもで
きる事、やってみたい事などが見つかる機会
になりました。

各ボランティア団体の方に高校生たちがインタビュー形式で質問し、活動内容について紹
介していただきました。

お楽しみ抽選会では景品が当たる度に歓声
があがりました！

県立広島大学ウインドオーケストラによる
演奏を会場の皆さんと楽しみました！

イベントでのボランティアの活躍や夏休みを活用したボランティア体験の成果を発表して
いただきました。新たな出会いや発見があり、充実した活動をされたことが伝わりました。
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庄原市ボランティアセンター

　庄原市ボランティアセンターでは、ボランティア活動を
したい人とボランティアを頼みたい人をつなげる活動をし
ています。このコーナーでは、庄原市ボランティアセンター
の登録団体をご紹介します。

朗読奉仕ともしび会（代表：安野 美智子さん）

　「目の不自由な方を応援したい」という思いから、昭
和５９年１２月に活動がスタートしました。「しょうば
ら身障者通信」や「広報しょうばら」など、公的な文書
の朗読をメンバーそれぞれ自宅でカセットテープに録音
をしています。そして、東城町内の目の不自由な方へ届
けています。利用者さんからの「あなたの声が聞けて嬉
しい」との言葉が私たちの活動の励みとなっています。
定例会では、朗読を行う際の発音の仕方や間の取り方な
どをお互いに読み上げ、練習を行っています。
　今後も肩ひじ張らず、顔を合わせることを楽しみなが
ら活動を続けていきたいと思います。

庄原市ボランティアセンター
庄原市社協　地域共生推進課内
℡ 0824-75-0345

第４回

朗読奉仕ともしび会のみなさん

お問い合わせ

　ボランティアセンターは年間を通して運営して
います。皆さんもぜひ、ボランティア活動を始め
てみませんか？
　ボランティアの相談・登録については、お気
軽にお問い合わせください。

　会の終わりには、一般の方や企業
からご寄付頂いた景品でのお楽しみ
抽選会やフリーマーケット、うどん
やお菓子などの販売を行いました。
なお、フリーマーケットの売上は、
　　　　　　　フードバンク事業で
　　　　　　　活用させていただき
　　　　　　　ます。ご協力いただ
　　　　　　　いた皆様ありがとう
　　　　　　　ございました！

（敬称略・順不同）
【ご協力】

庄原市赤十字奉仕団・しょうばら花会議・
県立広島大学農林業ボランティアサー
クル Farmer’ s Hands・ほほえみの会・
庄原声の友の会・庄原市要約筆記サー
クル「銀の鈴」・乙女倶楽部・広島県
建設労働組合第 12 地域連合庄原・朗
読奉仕ともしび会・口和「本の会」・
一路の会・高野「ととんぼの会」・意
志会・絵本読み語りの会「おはなしファ
ンファン」・県立広島大学ウインドオー
ケストラ・（社福）庄原さくら学園青
空・（社福）翠庄会障害福祉サービス
事業所かわせみの家・高野地域自治振
興区連絡協議会教育部事務局・（社福）
おぬか尚友会幼保連携型認定小奴可こ
ども園・第 41 回庄原よいとこ祭実行
委員会・庄原実業高等学校・竹森由莉・
宗清未來・太田奈々花・高橋花香・伊
藤美里・藤原春香・手島惟吹・八谷光・
小竹寿男・藤井拓哉・行友想陽・前末
宗里紗・共同作業所ゆめのいえ

【ご協賛】
庄原地区女性連合会本町支部・（一社）
庄原青年会議所・㈱グリーンカクエイ・
HONMACHI STAND・まなびや cafe・
福原一志・滝本一登

ボランティアフェスティバルに
ご協力・ご協賛いただいた皆さま
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誰もが先生、みんなが主役　【ジャンプサロン】

サロンで大切にしたい４つの事　【やまびこサロン】

一声でみんな集合！　【ななしの会】

　ここは山内全域から参加できるサロンです。同じ山内でも普段出会うことのなかった人が
いて、ここに来ると世界が広がっていくような気がします。
　メンバーはそれぞれの地域のサロンにも参加しており「自分の所ではこんな寄せ植えをし
たよ」「じゃあうちでもやってみようかな」などの情報
交換や、畑・編み物・料理などの色んな悩みを相談して
皆で教えあったりもしています。また、それぞれが作り
たいもの、やりたい手しごとをしながら気兼ねなく話が
できるのもここの楽しさの一つです。
　自分の出来ることを教えて、できないことは教えても
らう。誰もが主役になれる素敵な場所です。

　８年前、宮下地区の方からの「地域の人が集まる機会があればいいね」との声をきっかけ
に、サロンが立ち上がりました。
　立ち上げの時に、サロンの心得として「サロンで大切にしたい４つの事」＝「①来るもの
拒まず②去る者追わず③悪口言わず④みんなが主役」を
大切にしようと話し合いました。開催場所の予約とサロ
ン手帳の記入は負担にならないようにメンバーで分担し

（みんなが主役）、地域に転入された方も気軽に参加して
います（来るもの拒まず）。「日頃出かけるところが少な
いので、毎月１回のサロンが楽しみ」と話も弾みます。
これからも楽しくサロンを続けていきたいと思います。

　特別養護老人ホーム愛善苑に隣接する集合住宅「あんしんリビング」の住人で行っています。
住宅の中心にはいつでも集合できるホールがあり、新型コロナ流行前は、お茶を飲みながら話を
して過ごしていました。コロナ禍では同じ敷地に住んでいても遠いお隣さんでしたが、新型コロ
ナが５類になり、まずは月１回から集まることにしました。
　「長寿節」と「ボケます小唄・ボケない小唄」を歌った
後は、お茶を飲みながら世間話。ここに来る前は、みん
な住んでいた地域が違うので、互いの地域の良さや苦労
話で会話も弾みます。「お茶にするよ～」の一声で集ま
れるような “家” も “心” も近いお隣さんになれたらと
思います。
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　令和５年４月１日の異動で、庄原市国民健
康保険総領診療所に濵﨑政宏先生が赴任され
ました。総領町で唯一の医療機関で高齢者に
とっての行き場のひとつです。しかし、近年
の人口減少に加え、総合病院や専門医への受
診が主流となっている現在、利用者は減少し
ています。高齢社会を生きていく中で、地域
医療の要の存在となる総領診療所の役割につ
いては、かねてより総領地域の課題のひとつ
となっています。

　今年度６月、行政、自治振興区、民児協、介護保険事業所、相談支援事業所、濵﨑先生と新し
く配属された看護師さんも参加し、「地域包括ケアシステムの中の総領診療所の役割～あったら
いいな、できたらいいな　診療所との連携事業について考える～」と題し、地域ケア会議を開催。
関係者が医療連携について思うこと、濵﨑先生からの提案、住民の要望など思いを出し合い、参
加者それぞれができることについて考えました。

総領 総領さいたらの会

診療所を地域のかかりつけ医に

往診が必要なのは
何人くらい？

夜間や緊急時の
体制は？

オンライン診療
はどう？

高齢者にやさしい診療所で
あってほしい

そもそも、
かかりつけ医とは？

診療所と一緒に
できることは？

　この会議を受け、総領さいたらの会では、「住民ぐるみで総領診療所を盛り立てていこう！」
とわいわいがやがや意見を交わし、アイデアを出し合い、取り組みを広げています。こうした地
域の想いと “地域に根付き住民の支えになろう″という診療所の先生の想いが重なり、地域と医
療の連携した活動が始まっています。
　地域での取り組みはすぐに結果に表れることばかりではありません。つまづくこともあります
が、総領さいたらの会のスローガン「総領地域が安心安全で　住みよい町になる取り組みを　わ
いわいがやがやの中から見つけていく」をテーマとして、これからも取り組みを続けていきます。

　「濵﨑先生のことをもっと知ってもらいたいね」
と、今年度は小地域での敬老会やサロンに先生を
招待し、お話をしていただきました。また、振興
区だよりに診療所からのワンポイントアドバイス
を掲載したり、健康講座で「フレイル予防」の話
をしていただきました。診療所を受診した人だけ
でなく、さまざまな場で、濵﨑先生の思いや人柄
に触れる機会を持つことができています。
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父

父

母

母

母

中川　康昭

田邊　勝

藤原萬壽子

井上美壽江

伊達フチヱ

小奴可

田黒

菅

帝釈未渡

帝釈始終

中川　渉

田邊　雅裕

藤原　正明

井上　文徳

伊達　美幸

父

母

夫

父

子

母

橋本　安登

前濱　千代

中村　尚令

岩瀧　功

鞍掛　美昭

影山　満子

金田

宮内

向泉

大月

大月

竹地谷

橋本　奉文

藤原　麗香

中村　律子

岩瀧　司

鞍掛　昭子

影山　昭宜

祖母

義父

加藤　節子

瀬川　薫

森脇

比和

加藤　拓也

福田　清

母

祖母

母

夫

母

母

田中　秀子

平野フジコ

繁田ミツコ

中島　保

和田　邦枝

原千枝子

上湯川

上湯川

上湯川

南

新市

上里原

田中　敏記

平野　健一

繁田真寿美

中島ミキ子

和田　安弘

原　秀彦

　皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員会費を、市内の
地域福祉事業に貴重な財源として活用しています。今後とも、ご支援の程よろしくお
願いいたします。（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当しておりません）

上湯川 藤原　洋二

永田 上田　昌子

古頃 渡辺　耕三

口和 あみもの教室

比和 比和あづま太鼓

比和 ももぐみ

大久保町

川西町

高町

中岡　哲子

菟原　定

入谷　弘之
横山　長子

三吉和宏行政書士事務所

中村　学

上田　正之

舛元木工㈱

㈱下田建設

西城運輸砕石㈱

藤田自動車工業㈲

㈲ネジカネ工業

橋本鍼灸接骨院

松本　直子

20 周年祝いの一部

やまびこ祭り売上の一部

くちわ自動車

見舞い返しにかえて “ひとりぼっち”をつくらない
つながる応援隊

２月21日（水）・３月６日（水） ２月16日（金）・３月22日（金）

母

父

父

母

毛利　鈴江

田邊　治美

佐々木紀昭

秋山　敏子

五箇

上領家

亀谷

亀谷

毛利　悦二

田邊　篤想

佐々木　聖

秋山　義治

一　 般 　寄 　付

イ ベ ン ト 寄 付
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（11月 1日～ 12月 31日受付分）

令和６年1月

　社会福祉事業に寄付を
お寄せいただきました。
　ここに、ご芳名を報告
させていただきますとと
もに、こころよりお礼申
し上げます。寄付者ご本
人の承諾のもと、氏名等
を掲載しております。
（順不同・敬称略）

本会への寄付金は、所
得税・法人税・県民税・
市民税の寄付金控除の
対象となります。

母

父

母

父

母

伯母

父

母

母

妻

夫

父

父

父

父

夫

母

母

母

母

義母

義母

父

母

母

増原トシ子

貝﨑　光昭

森永　恒子

篠原　保明

上田キクコ

上田　幸江

渋川　広視

諏訪　和子

西村喜久子

谷川　昭子

谷口　正德

谷川　裕康

慶楽　利之

岡田　一三

泉　勲藏

増田　省三

永山チエノ

清谷　絹江

的場　照子

廹田　君枝

上野　良恵

佐々木澄枝

助信　孝

石原　文子

今田スガノ

東本町

東本町

中本町

中本町

西本町

西本町

西本町

西本町

西本町

高町

高町

高町

高町

川西町

本村町

上谷町

峰田町

板橋町

板橋町

是松町

高門町

上原町

上原町

七塚町

田原町

増原なおみ

貝﨑　文昭

河村　理恵

篠原　稔

上田　貴史

坂田　千純

渋川　敏彦

諏訪　勝彦

西村　憲三

谷川　裕康

谷口　武子

谷川　裕昭

慶楽　秀則

岡田伸一郎

泉　真一郎

増田　道子

永山眞佐範

清谷　隆

的場　教行

廹田　隆義

花岡　良文

佐々木新二

助信　清

石原　正文

今田　博

夫

父

母

母

甥

夫

坂村　晃

金森　一

黒田　光子

小田　安子

藤原　正則

加藤　勲

高茂町

川北町

川北町

濁川町

濁川町

濁川町

坂村　寿恵

金森　慶児

黒田　正彦

小田　英治

中村　浩

加藤　祐子

父

母

母

母

父

夫

夫

母

母

横山　繁行

羽場　良子

横山ユキ子

黒川　艶子

藤岡　茂登

保田　尊幸

栁原　邦男

荒木　 江

柳生　幸子

東城

川西

川西

川西

川東

川東

戸宇

粟田

小奴可

横山　敬之

羽場　昭一

横山　千代

黒川　実

藤岡　由夫

保田満寿子

栁原　好子

荒木　伸

柳生穂三郎

夫

夫

母

義母

妻

母

母

母

母

妻

父

稲里　幸雄

小谷　孝則

中西ナツヨ

母谷フサヱ

菩提　秀子

白石瑠璃子

藤川サチ子

溝口　益江

曽利サナヱ

加藤イチヱ

山下　浤

西城

小鳥原

小鳥原

小鳥原

高尾

平子

入江

三坂

三坂

八鳥

呉市海岸

稲里美枝子　

小谷ミヤ子

中西　智美

名井　義則

菩提　淀道

白石　浩司

藤川　聖弘

溝口　致哲

曽利　素幸

加藤　治郎

片桐　ゆり

香典返しにかえて

　ＮＰＯ法人リョービ社会貢献基
金庄原カントリークラブ様より、
歩行器４台を庄原市社協へ寄贈
いただき、長島支配人へ上田会
長から感謝の意を伝えました。
　大切に活用させていただくと
ともに、これからも地域福祉・在
宅福祉の向上に努めていきます。
ありがとうございました。

ＮＰＯ法人リョービ社会貢献基金
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社会参加が生きがいに
　今回は、地域で長年に渡り活動されている 
槇英子さんをご紹介します。

◆ボランティア団体「ととんぼの会」
　今から 15 年前、保育所ＯＢが集まり結成。
厳しい冬の寒さを凌ぎ、春の訪れを知らせて
くれるフワフワ温かく優しい〝ととんぼ（ネ
コヤナギ）”。「こんな仲間でありたい」と思
い命名されたそうです。
　現在も、保育所や老人会、福祉施設等を訪
問し、交流活動（手遊びやダンス、手作りの
紙芝居の上演など）に取り組まれています。

◆高野町食生活改善推進委員協議会（食推）
　40 年前に会を立ち上げてくださった故 堀
江陽子さんの意思を受け継ぎ活動されていま
す。これまでには、庄原市社協の福祉教育と
連携し、食の大切さを学ぶ学習の一環で小学
６年生のみんなで力を合わせて〝12 ｍ超え
長巻き寿司づくり″に挑戦。今でも当時の子
どもに会う度に「あの時は楽しかったね」と
言葉を貰うそうで、「これまでの一つひとつ
の活動が、私の生きがいなんですよ」と笑顔
で話されます。

　現在も、保育所や学校、地域の集まり等へ
出向き、みんなが元気になれるよう「食」を
通して〝命の大切さ” を伝えておられます。

◆槇さんの想い
　コロナ禍では、活動できない事がとても悲
しく、悔しい思いをしました。今は、やっと
みんなの笑顔に触れることができ、とても嬉
しい。これからも、みんなの笑顔を生きがい
に楽しく活動を続けていきます。

高 野

高野地域センター
地域福祉コーディネーター　三川  みゆき

槇さんのいつも明るい笑顔に、
小さい子どもから高齢者まで
元気をもらっています。私も
どんな時にも一生懸命な槇さ
んの姿に力をもらい、これから
もみんなと一緒にできること
を続けていきたいと思います。

槇
まき

  英
え い こ

子さん

「食の大切さ」について紙芝居を上演する槇さん（一番右）

元気かわら版 11 月号（９ページ）に誤りがありまし
たので、お詫びして訂正いたします。
誤：妻　　菅野　洋一　　東城　　菅野　君江
正：夫　　菅野　洋一　　東城　　菅野　君江


